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ホルムズ海峡問題
化石燃料への過度の依存



建築のライフサイクルカーボン
（LCCO2）評価制度

2028年度　本格的に開始



使用時のCO2排出

建設時のCO2 解体時のCO2

↑
コンクリートと鉄骨に不利
そもそも新築がむずかしい

↑
コンクリート
鉄骨に不利









VISION 50 + 50
省エネルギー５０％＋再生可能エネルギー５０％

５ 
東北芸術工科大学 
竹内昌義



将来のエネルギー　 

PVをフル活用  
EVを住宅に繋いで、 
ガソリン代削減 
エコキュートで自給率アップ 

SMを横に繋いでネットワーク化 

電気代、ガソリン代がかからない 
社会に 



温熱環境のレベル 
等級６.５＋PV ＋蓄電池



グッドデザイン賞 2026 BEST 100  
グッドフォーカス賞
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１教室あたり　50万円程度（比較的安価） 

世田谷区、杉並区の小学校で教室の断熱化実施 

横浜市450校を3年で全て改修
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体育館の断熱性能に関する注意事項
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ポイントは 

◯文科省の補助金は1/2補助 
◯断熱性能の確保が必須 

ただし、文科省の断熱性能はさまざまなものが併記 
中には効果的ではない断熱もある。 
窓の遮熱フィルムは効果がない。（使わないほうがいい） 

◯空調の実施設計の前提条件の整理が必要 

エアコンは大きければ大きいほど良いというわけではない。 
大きさに比例して電気代がかかる。
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◯空調の実施設計の前提条件の整理 

・居住域空調を前提（床面から3000mm程度） 
・２クラスの体育の授業（70人が運動）を前提 

・窓からの日射を防ぐ必要あり。 
　有効なのは内窓、遮熱カーテンで防ぐなど
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居住域空調を前提とするので、
壁の断熱の効果は少ない。（但し窓対策は必要）

屋根の断熱
①カバー工法（ネオマフォーム50tなど）
②ハルクール（文化シャッター）

世田谷区の体育館の場合　平均670㎡で
無断熱だと120kWのエアコンが、
カバー工法の場合　60kW
ハルクールの場合　90kW

上記の算定で十分に効果が得られることがわかった。




